
今月の表紙
～美しく 歩いて 健康に ～　２月３日、中央公民館で
開かれたデューク更家さんによるウォーキングレッスンに
町民ら約２００名が参加しました。【第２回きみの健康ま
つりより】
　　　　　　　　　　　　　（２面に関連記事）

今月の主な内容
健康まつり開催……………………………………２
町政報告会開かれる………………………………３
防災に係わる実証実験の開催（和歌山大学）…４
まちの話題…………………………………………５
健康・福祉ガイド…………………………………６～７
お知らせ・募集……………………………………８～９
ふれあいネット……………………………………１０～１３
消防だより…………………………………………１４
町民カレンダー……………………………………１５
県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会開かれる…１５・１６
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第
２
回 

き
み
の
健
康
ま
つ
り
開
催

第
２
回 

き
み
の
健
康
ま
つ
り
開
催

美
し
く  

歩
い
て  

健
康
に

デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
に
２
０
０
人

　

２
月
３
日（
日
）、紀
美
野
町
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
し

て
関
心
を
持
ち
、自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る

と
い
う
自
覚
と
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と
健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
血
圧
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、メ

タ
ボ
チ
ェッ
ク
な
ど
を
受
け
た
り
、ま
た
、体

力
テ
ス
ト
で
は
、10
メ
ー
ト
ル
ジ
グ
ザ
グ
歩
行

や
背
筋
力
な
ど
６
項
目
で
体
力
年
令
を
測

定
し
、現
年
齢
と
の
比
較
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
に
先
立

ち
、寺
本
町
長
が「
今
年
４
月
か
ら

特
定
健
診（
メ
タ
ボ
健
診
）が
始
ま

り
ま
す
。簡
単
に
で
き
る
運
動
と
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。本

日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
第
一
人
者
で
あ

る
デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。今
日
習
っ
た
こ
と
を
毎
日

続
け
て
い
た
だ
い
て
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
く
だ
さ
い
。」と
あ
い
さ

つ
。
　

そ
し
て
、約
２
０
０
人
が
参
加
し

た「
美
し
く 

歩
い
て 
健
康
に
」を

テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス

ン
で
は
、デ
ュ
ー
ク
更
家
さ
ん
が

「
シ
ュ
ー
、シ
ュ
ー
」と
声
を
出
し
な
が

ら
手
を
頭
上
で
交
差
さ
せ
、ひ
ね
っ

て
進
む
お
な
じ
み
の
歩
き
方
を
は

じ
め
、メ
タ
ボ
予
防
の
体
操
や
美
し

い
歩
き
方
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
約
90
分
に
わ
た
っ
て
参
加
者

に
伝
授
し
て
い
ま
し
た
。

デューク更家さんと一緒に美しい歩き方を実践する参加者

10メートルジクザク歩行 メタボチェックを受ける参加者

握力測定

体
力
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
参
加
者

脱・メ
タ
ボ
宣
言
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（坂本・梅本・中田・奥佐々地区）
小川地区公民館で行われた町政報告会（2月7日）

　

志
賀
野
小
学
校
は
児
童
数
の
減
少
に
よ

り
、平
成
20
年
３
月
31
日
を
も
って一時
閉
鎖

と
な
り
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、志
賀
野
地
区

の
児
童
は
、４
月
か
ら
野
上
小
学
校
へ
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
８
９
―
５
９
０
９

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
への
加
入
と
パ
ト
ロ
ー
ル

用
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

―
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守
り
育
て
る
―

〔
活
動
内
容
〕児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
街

角
に
立
ち
、子
ど
も
た
ち
に
声
か
け
や
交
通

指
導
を
行
う
と
共
に
、不
審
者
等
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
安
全
に
気
を
配
る
。（
都
合
の
つ
く

日
に
随
時
活
動
）

〔
活
動
期
間
〕平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で

〔
登
録
申
込
〕平
成
20
年
３
月
26
日（
水
）

（
こ
れ
以
後
は
随
時
登
録
）ま
で
に
紀
美
野

町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

町
内
20
ヵ
所
で

町
政
報
告
会 

開
催
さ
れ
る
！！

町
政
報
告
会 

開
催
さ
れ
る
！！

１　みんなでつくるまちづくり（快適な暮らし）
　　①長期総合計画　　　　　　
　　②まちづくり推進協議会
２　住みやすいまちづくり
　　①女性参画を積極的に推奨　　
　　②道路整備
　　③スポーツ公園リニューアル　
　　④地上デジタル放送対策
３　安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし）
　　①防災行政無線　②防災ヘリポート整備
　　③ドクターヘリ　④自主防災組織
４　福祉の充実したまちづくり
　　①子育て支援　　②高齢者対策
５　豊かな教育をめざすまちづくり
　　①ひとづくり　　②安全・安心な学校づくり
６　活気のあるまちづくり
　　①定住支援　　　②道の駅
　　③休耕田対策　　④観光振興
７　行政改革をめざすまちづくり
　　①集中改革プランによる人員削減
　　②行政改革の推進

志
賀
野
小
学
校 

　
　
　

一
時
閉
鎖
（
休
校
）

平
成
20
年
度

「
き
み
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
再
登
録
及
び
新
規
登
録

募
集
中
Y

募
集
中
Y

◎町政報告の骨子

　

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
、町
政
報
告
会
が

１
月
22
日
の
長
谷
毛
原
健
康
セ
ン
タ
ー
を
か

わ
き
り
に
、各
地
域（
20
ヵ
所
の
会
場
）で
開

催
さ
れ
、多
数
の
町
民
の
方
々
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。町
か
ら
は
町
長
を
は
じ
め
副
町

長
、教
育
長
ほ
か
各
課
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

町
政
報
告
会
で
は
、ま
ず
寺
本
町
長
か
ら

「
ま
ち
づ
く
り
の
７
つ
の
柱
」に
つ
い
て
、そ
の

取
組
み
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、そ
の
後
、参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
々
か

ら
、い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
質
問
、要
望
が
出
さ

れ
、町
長
及
び
担

当
課
長
が
答
え
ま

し
た
。

　

町
で
は
、い
た
だ

き
ま
し
た
貴
重
な

意
見
や
要
望
に
つ

き
ま
し
て
は
、す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
は

す
ぐ
実
施
し
て
、

課
題
と
な
る
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、

検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。　
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中山間地の災害時における情報収集

和歌山大学防災研究教育プロジェクト

モーターパラグライダーを使っての通信情報収集実験

地域内情報共有システムを操作する参加者

パソコンの電源となった草刈り機を利用した発電機 展示されたモーターパラグライダー

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等

　
　
　
　
　

を
購
入
！

～平成19年度宝くじの助成金を受けて～～平成19年度宝くじの助成金を受けて～

こ
の
ま
つ

　

今
世
紀
中
に
発
生
す
る
と
い

わ
れ
る
東
南
海・南
海
地
震
な
ど

の
災
害
時
に
、本
町
の
よ
う
な
孤

立
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
山
間
地

の
被
害
状
況
を
把
握
し
て
救
援

活
動
に
役
立
て
る
た
め
、１
月
26

日
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
和
歌
山
大

学
防
災
研
究
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
代
表　

此
松
昌
彦
准
教
授
）が

和
歌
山
県
フ
ラ
イ
ヤ
ー
連
盟（
向

平
昭
良
理
事
長
）の
協
力
を
得

て
、モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に

よ
る
通
信
情
報
収
集
実
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

 
会
場
と
な
っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
、災
害
時
に
お
け
る
地
域
内

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム（
安
否
確
認

機
能
な
ど
）を
は
じ
め
、被
害
状

況
を
知
ら
せ
る
救
援
機
用
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
サ
イ
ン
や

丸
太
コ
ン
ロ
な
ど
ハ

イ
テ
ク
と
ロ
ー
テ
ク

機
器
が
展
示
さ

れ
、訪
れ
た
地
域

住
民
ら
約
60
名
が

大
学
関
係
者
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
説
明

を
受
け
た
り
、質

問
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
関
係
者

が
見
守
る
中
、同

セ
ン
タ
ー
前
広
場

で
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ

ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る

実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、強
風

の
た
め
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

は
飛
び
立
て
ず
、ラ
イ
ダ
ー
の
体

に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（
域
内
情
報
通
信

網
）と
ウ
ェブ
カ
メ
ラ
を
付
け
て
地

上
の
風
景
を
中
継
し
、草
刈
り
機

を
利
用
し
た
発
電
機
に
接
続
し

た
パ
ソ
コ
ン
に
中
継
影
像
を
映
し

出
し
ま
し
た
。

　

此
松
昌
彦
准
教
授
は「
今
は

研
究
の
途
中
段
階
で
す
が
、実
験

を
通
し
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏

ま
え
、更
に
改
良
し
て
、新
し
い

災
害
時
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
き
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
し

た
。ま
た
、共
催
し
た
み
さ
と
天

文
台
で
は
、「
昨
年
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
を
使
っ
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
実
験

を
、こ
の
よ
う
な
形
で
発
展
で
き

て
嬉
し
い
。す
ぐ
に
実
用
化
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
、和
歌
山
か

ら
の
情
報
発
信
の
ひ
と
つ
と
し

て
、行
政
や
学
問
の
垣
根
を
超
え

て
連
携
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
町
で
は
、民

間
防
火
組
織
等
の
防
火
・

防
災
普
及
啓
発
推
進
助

成
事
業「
宝
く
じ
の
助
成

金
」を
受
け
、自
主
防
災

組
織
等
が
防
災
活
動
に

必
要
な
知
識
の
取
得
や
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、ビ
デ
オ
カ
メ
ラ・Ｄ
Ｖ
Ｄ

プ
レ
ー
ヤ
ー・Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー

ダ
ー・テ
レ
ビ・
防
災
啓
発

用
ビ
デ
オ
等
を
購
入
い
た

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
に
お
い
て
、防
災
意

識
の
高
揚
及
び
育
成
強
化
を
効

果
的
に
推
進
で
き
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

〔共催  みさと天文台〕
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まちの話題まちの話題まちの話題
　

１
月
16
日
、神
野
保
育
所
と
毛
原
保
育

所
の
合
同
交
通
安
全
教
室
が
、和
歌
山
県

警
本
部
交
通
安
全
教
育
班「
ひ
ま
わ
り
」及

び
海
南
警
察
署
協
力
の
も
と
神
野
保
育
所

で
開
か
れ
、園
児
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
に

対
す
る
正
し
い
知
識
付
け
や
実
践
を
踏
ま

え
た
事
故
防
止
な
ど
を
人
形
劇
や
歌
を
通

し
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

教
室
が
、２
月
６
日
、小
畑
西
出
集
会
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。海
南
警
察
署
の
福
田
交
通

課
長
に
よ
る「
海
南
署
管
内
に
お
け
る
交
通

事
故
の
状
況
に
つ
い
て
」の
講
話
と「
飲
酒
運

転
防
止
啓
発
ビ
デ
オ
」が
上
映
さ
れ
、参
加

さ
れ
た
小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
35

名
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
に
つ
い
て
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
、神
野
保
育
所
と
毛
原
保
育

所
の
合
同
交
通
安
全
教
室
が
、和
歌
山
県

警
本
部
交
通
安
全
教
育
班「
ひ
ま
わ
り
」及

び
海
南
警
察
署
協
力
の
も
と
神
野
保
育
所

で
開
か
れ
、園
児
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
に

対
す
る
正
し
い
知
識
付
け
や
実
践
を
踏
ま

え
た
事
故
防
止
な
ど
を
人
形
劇
や
歌
を
通

し
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

教
室
が
、２
月
６
日
、小
畑
西
出
集
会
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。海
南
警
察
署
の
福
田
交
通

課
長
に
よ
る「
海
南
署
管
内
に
お
け
る
交
通

事
故
の
状
況
に
つ
い
て
」の
講
話
と「
飲
酒
運

転
防
止
啓
発
ビ
デ
オ
」が
上
映
さ
れ
、参
加

さ
れ
た
小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
35

名
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
に
つ
い
て
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー（
野
上
第
２
保
育
所
内
）で

親
子
13
組
が
参
加
し
て
、コ
ア
ラ

教
室（
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
）が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
昔
懐
か

し
い
お
手
玉
遊
び
を
し
た
後
、保

育
所
内
の
お
遊
戯
室
で「
う
ま
は

と
し
と
し
」や「
お
さ
る
の
か
ご

や
」な
ど
の
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
は
、お

母
さ
ん
と
いっ
し
ょ
に
元
気
に
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ア
ラ
教
室

元
気
に

〝
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
〞“わらべうたあそび”を楽しむ子どもたち

放水訓練（十三神社）

横断歩道の正しい渡り方を学ぶ
園児のみなさん（神野保育所）

交通安全について学習する
小畑老人クラブのみなさん（小畑西出集会所）

（野上八幡宮）

　

文
化
財
防
火
デ
ー（
１
月
26

日
）を
前
に
、１
月
25
日
、国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

野
上
八
幡
宮
と
十
三
神
社
で
、神

社
と
消
防
署
員
、地
元
消
防
団

員
が
参
加
し
て
防
火
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、境
内
よ
り
出
火
し
た

と
の
想
定
で
行
わ
れ
、宮
司
さ
ん

に
よ
る
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
、１
１
９
番
通
報
、境
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
放
水
銃
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。
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上
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宮
と
十
三
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社
で!!

!!
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野・毛
原
保
育
所

小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
教
室

　
　

 

開
か
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る
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3月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　5日・12日・19日・26日（毎週水曜日）
　　　　　神野支所　
　　　　　6日（木）・21日（金）
■時　間：午前9時～11時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

健康・福祉
ガイド

海　南　保　健　所　だ　よ　り

健康相談のお知らせ
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先
保健福祉課　電話４８９－９９６０
住民・福祉室　電話４９５－３４６４

事　業　名 対 象・内 容 等 日　　　時
健康診断書の作成
一般健康相談

３月１１日（火）
３月２５日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

エイズの各種相談 ３月１１日（火）
３月２５日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

３月１１日（火）
３月２５日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

 ３月５日（水）
 ３月１７日（月）
※予約制です。

９：００～
１３：３０～

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

３月１１日（火）
３月２５日（火）
※予約制です。

１０：００～１１：００
１０：００～１１：００

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（電話　482－0600）  

保健センターだより保健センターだより
平成19年度後期衛生カレンダーをご覧下さい。
子育て支援センターからのお知らせ

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：３月　４日（火）　℡４８９－２１４４
○第二保育所：３月１０日（月）　℡４８９－４９５３
○小川保育所：３月　７日（金）　℡４８９－２４０５
○神野保育所：３月　５日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所：３月１２日（水）　℡４９９－０１３１
★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡４８９－９７１１　まで〉

○コアラ　　　　３月１２日（水）９：３０～１１：３０　子育て支援センター（お散歩）  
○カンガルー　　３月２６日（水）９：３０～１１：００　総合福祉センター  
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。  

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

※留守の場合は、第二保育所

健 康 相 談

エ イ ズ 検 査

医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００医療安全相談

検 便

こころの健康相談

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

子育て支援センター

毎　週　月　曜　日／午前９時～１１時３０分
　　　　　　　　　　午後２時～４時３０分
第１・３・５週の木曜日／午前９時～１１時３０分

毎月　第２・４週の木曜日／午前９時３０分～１１時３０分

育児相談 センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

自然体験世代交流センター 鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
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■日　時：３月１４日（金）・２８日（金）
　　　　　午後１時～３時
■場　所：紀美野町総合福祉センター　３階
　　　　　多目的ホール
■対　象：概ね５５歳以上の方　３０名
■内　容：この町のことを一緒に考え、この町に
　　　　　必要な活動をいっしょに捜す
■講　師：ＮＰＯ法人ＷＡＣわかやま理事長
　　　　　中村富子さん
■問合せ・申込み：（電話）
　　　　　　　　　保健福祉課　４８９－９９６０
■締切り：３月１０日（月）まで
■協　賛：紀美野町社会福祉協議会

対　象　者 月　　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 ３月４日（火）

神野支所
９時３０分～正午
総合福祉センター
１３時３０分～１６時

野上厚生病院内
相談支援事業者
電話４８９－２９０８

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方 

３月１９日（水）

神野支所
９時３０分～正午
総合福祉センター
１３時３０分～１６時

療育センターAOI
電話４８３－０４５４

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL.489－9960）

　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、
必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所まで
ご連絡ください。

あおい

健 康 づ く り コ ー ナ ー

平成20年4月から 今まで町で実施していました基本健診が変わります！

けんしん（健診・検診）の種類と対象年齢

～気軽にできるボランティア活動について～

シニアのためのボランティアデビュー
お助け講座のご案内

障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

年齢 25 30 3520 45 50 55 60 65 70 7540 歳

年齢 25 30 3520 45 50 55 60 65 70 7540 歳

メタボリックシンドロームを食い止め、
生活習慣病を防ぐ

特定健診・特定保健指導

糖尿病などの生活習慣病予防のための

健康診査

歯周疾患検診

国保人間ドック・歯科ドック

日常生活を脅かす老化のサインを
いち早く発見する

生活機能評価

（胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・
乳がん検診・子宮頸がん検診）

がん検診

◎40～74歳の方：医療保険者【国民健康保険・社会保険等】が実施する特定健診を受診してください。（被扶養者も同様）
医療保険者は保険証に表記されていますのでご確認のうえ、該当保険者にお問合せください。
紀美野町国民健康保険に加入されている方は、町（保険者）が実施する特定健診を受診して
ください。（該当される方には、後日受診券をお届けいたします。）

◎75歳以上の方：医療制度改革により和歌山県後期高齢者医療広域連合が健診を実施します。
    　　　　　　　広域連合から通知が届きますので通知に従いお申込みください。

■各種がん検診：20歳以上の方が対象になります。年齢により、自己負担が異なりますので、
　　　　　　　　詳細は広報等でご確認ください。

※今までの基本健診が、医療保険者の実施する特定健診に変わります！！
内臓脂肪が原因でおこるメタボリックシンドローム（糖尿病や高脂血症、高血圧等）を見つける検査内容になります！内臓脂肪が原因でおこるメタボリックシンドローム（糖尿病や高脂血症、高血圧等）を見つける検査内容になります！

～保険証見本～

検査内容：①問診　②計測（身長・体重・腹囲）　③理学的検査（医師の診察）　④血圧測定　⑤尿検査（尿糖・尿蛋白）
　　　　　⑥血液検査（中性脂肪・HDL-コレステロール・LDL-コレステロール・GOT・GPT・γ-GTP・空腹時血糖又はヘモグロビンA1c）
　　　　　※心電図検査、眼底検査、貧血検査は、前年度の健診結果等を考慮し、該当される方に実施します。

40～74歳　健診【それそれの医療保険者が実施します】

75歳以上健診

20歳以上　検診

検診 検診 検診 検診

65歳以上　評価

30～74歳　健診

カード式の
保険証では、
医療保険者の
確認はここで！

記号　　○○○○　　　番号　　○○
氏　　　　　名　○○○　○○　　　性別
○
被保険者氏名　○○　○○
生年月日　昭和○年○月○○日
資格取得年月日　平成○年○月○○日
保険者所在地　和歌山県○○○市○○○○○番地
保険者番号　○○○○○○○
名　　　　　　称　□□□□□□□□□



広報 2008･3 8

　

３
月
31
日
納
期
限
の
町
税
等
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ

い
。

・国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

・介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）

　

第
５
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税
務
課
（
℡
４
８
９
―
５
９
０
５
）

へ

　４月上旬に、平成２０年度の「国民年金保険料納付
案内書」が送付されます。１年前納、６ヵ月前納（４月分～９
月分・１０月分～３月分）の納付書も添付されていま
すので、保険料割引のある前納制度をぜひご利用くださ
い。
　平成２０年度の保険料額は、月額１４,４１０円になりま
す。なお、平成１９年度に半額納付など一部納付に該
当された方には、４月分から６月分の納付書が送付されま
す。

　国民年金保険料の納付については納付書によるほか、
口座振替、コンビニ納付、電子納付などが可能ですが、平
成２０年３月分の保険料から、クレジットカードによ
る納付も可能になります。
　まず、クレジットカード納付のお申込みをいただいて、登録
されましたら、クレジットカード会社が本人に代わって立替納
付を行い、カード利用代金として、カード会員に請求する方
法です。クレジットカード納付の対象となるのは、定額保険
料と、付加保険料込みの定額保険料についてであり、納付
方法は、毎月納付、１年前納及び半年前納です。（納付書
による割引額と同じです。）
　お申込みは、社会保険事務所窓口までお願いします。

　保険料の納付は、便利で手間のかからない、口座振替
をぜひご利用ください。
早割（当月末振替）制度を利用すれば、１ヵ月につき５０円
割引となります。詳しくは社会保険事務所までお問い合わ
せください。

　下記により町営住宅入居者の募集を行います。応募に際し
入居資格等が定められておりますので、詳しくは申込要項をご
覧ください。申込要項は、役場本庁及び支所で配布しておりま

（１）同居又は同居しようとする親族があること。
（２）申込世帯員全員の政令月収額が２００，０００円以下であること（裁量世帯につ

いては２６８，０００円以下であること）。
　　　（政令月収額の算定方法について詳しくは要項をご覧ください）
（３）現在、住宅に困窮している方。
（４）申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保険税等を滞納していないこと。
（５）家賃、敷金を支払う能力があること。
（６）入居申込者及びその同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する

法律（平成３年法律第７７号）第２条第６項に規定する暴力団員でな
いこと。

日　時：平成20年３月30日（日）　
　　　　10時～16時少雨決行（荒天中止）
場　所：紀美野町のかみふれあい公園　芝生広場にて
内　容：手づくり市（雑貨品、地場産品、フード品、
　　　　　　　　　　木工品など40店舗集結予定）
　　　　ミニコンサート
主　催：緑の郷農産物販売グループ、トワード21，st､   
　　　　snow drop　
後　援：紀美野町・紀美野町商工会

お

知

ら

せ

・

募

集

町
税
等
は
納
期
内
に

　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

4月上旬、国民年金保険料の
納付書が送付されます

町税等の口座振替納付を
ご利用の皆様へ

　本町においても経費の節減と事務の簡素合
理化を図るため、現在実施させていただいてい
る「口座振替済通知書」の送付を平成２０年３月
振替分（平成１９年度）をもって廃止させていた
だきます。
　振替については、通帳にご記帳のうえ、ご確認ください。
　町民の皆様には、本趣旨をご理解いただき、今後とも口座振
替にご協力賜りますようよろしくお願いします。
※継続検査（車検）の必要な軽自動車については、従来どおり
「軽自動車納税証明書（継続検査用）」を送付させていただ
きます。
※国民健康保険税及び介護保険料につきましては、確定申告
用に「国民健康保険税・介護保険料納付済額証明書」を送
付させていただきます。

◎口座振替納付ご利用の方で口座の変更、停止、解約等があ
る場合は、必ずご連絡ください。
◎納税（入）義務者に変更がある場合は、新しい納税（入）義
務者で口座振替の登録が必要になります。

町営住宅入居者募集について

クレジットカードによる納付が可能になります

♪♪♪素敵で！楽しい！おいしい！が勢ぞろい！！
楽しい１日を過ごしませんか♪♪♪

ふれあい祭り事務局
090－1489－6849

お問合せ先：

団地・室名
所　在　地
間　取　り
敷　　　金

町営住宅下佐々第８団地101号室（１戸）
紀美野町下佐々866－1
洋室（１）、和室（２）、ＬＤＫ、トイレ、風呂
家賃の3ヶ月分

固定資産税・町県民税・軽自動車税
国民健康保険税・介護保険料（普通徴収分）

税務課収納係
073-489-5905

お問合せ先

＊毎月納付（現金）
＊翌月末振替
　（口座振替）

＊１年前納（現金）

＊６ヵ月前納（現金）

y
h
n
14,410円×12ヵ月＝172,920円
割引はありません

85,760円×２回＝171,520円
１年分で1,400円割引
（１回につき700円割引）

169,850円
１年分で3,070円割引

入居資格等について（詳しくは要項をご覧ください）

募集期間：平成２０年３月３日（月）～１４日（金）
　　　　　午後５時３０分（必着・配送可）

前納すると保険料が割引されます

ふれあい祭り & 手づくり市ふれあい祭り & 手づくり市ふれあい祭り & 手づくり市
couturier marche
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う
！
〜

１
国
際
青
年
育
成
交
流

　

訪
問
国　

バ
ル
ト
三
国
、カ
ン

ボ
ジ
ア
、ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、ラ

オ
ス

２
日
本・中
国
青
年
親
善
交
流

３
日
本・韓
国
青
年
親
善
交
流

４
世
界
青
年
の
船

　

訪
問
国　
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ト
ン
ガ

５
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

　

訪
問
国　

ブ
ル
ネ
イ
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、タ
イ
、ベ

ト
ナ
ム

問
合
せ
先　

　

海
草
振
興
局
総
務
室
人
権・

　

県
民
グ
ル
ー
プ

℡
０
７
３
―
４
４
１
―
３
３
５
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.cao.go.jp/kory

u/　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
統
一
採
用
試
験
の
試
験
案

内
の
配
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
資
格　

昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜

４
月
10
日（
木
）

第
一次
試
験
日　

５
月
18
日（
日
）

　

詳
し
く
は
左
記
の
事
務
室
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

近
畿
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
統
一採
用
試
験
事
務
室

電
話 

０
７
５
―
７
５
３
―
２
２
２
７

○お急ぎください
　　第八回特別弔慰金は平成２０年３月３１日で請求権が
時効消滅します。
○特別弔慰金とは
　　戦没者等の遺族に対して、戦後６０周年の節目をとらえ
て国として改めて弔慰の意を表すため、戦没者等の遺族
に対する特別弔慰金が支給されています。
○対象となる方
　　戦没者等死亡当時のご遺族で、平成１７年４月１日（基
準日）において、公務扶助料や遺族年金等を受ける方が
いない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人
　１．弔慰金の受給権者
　２．戦没者等の子
　３．戦没者等と生計関係を有しており、かつ、氏が同じであ

る
　　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　４．上記３以外の、①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉

妹
　５．上記１から４以外の三親等内親族
　　　（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係

を有していた方に限られます。）
○支給内容　額面４０万円、１０年償還の記名国債
○請求期限　平成２０年３月３１日まで
○請求窓口　お問い合わせ　　
　　総合福祉センター　保健福祉課　TEL４８９－９９６０
　　神 野 支 所　　　住民福祉室　TEL４９５－３４６４

和
歌
山
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ

「
き
の
く
に
フ
レ
ン
ズ
」募
集
Z

平
成
20
年
度

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
の

日
本
参
加
青
年
募
集
！

国
立
大
学
法
人
等
職
員

統
一
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

戦没者等遺族の第八回特別弔慰金
の請求を、まだお済でない方へ

戦没者等遺族の第八回特別弔慰金
の請求を、まだお済でない方へ

　１２人を殺害し、約５，３００人を負傷させた地下鉄サリン事
件の発生から１３年が経過します。
　平成１８年９月１５日、オウム真理教教祖である麻原彰晃こ
と松本智津夫被告の死刑が確定しましたが、事件について
は最後まで真相を語っていません。
　真相解明のためには、警察庁指定特別手配被疑者であ
る平田信、高橋克也、菊地直子の発見・検挙が不可欠です
が、３人は依然逃亡中です。
　どんな小さな情報でも結構ですので、警察、交番、駐在所
までご連絡ください。

　あなたの情報が検挙に結びついた場合には、民間で
組織されたオウム真理教特別手配被疑者検挙のための
懸賞広告実行委員会から被疑者一人当たり200万円の

3人の特別手配被疑者の
発見・検挙にご協力を
3人の特別手配被疑者の
発見・検挙にご協力を

すでに平成17年4月1日以降に特別弔慰金の請求を
している場合は、再度請求する必要はありません。

見逃すな！！ あなたの近くに潜む影見逃すな！！ あなたの近くに潜む影

依然逃走中！！依然逃走中！！
あれから13年・・･絶対！ どこかに潜んでいる！！

懸賞金200万円

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

殺人・同未遂
逮捕監禁致死

殺人・同未遂

42歳　183㎝くらい 49歳　173㎝くらい 36歳　159㎝くらい
平田　信 高橋克也 菊地直子

海南警察署　073－482－0110
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■
司
会　

加
羽
沢
美
濃（
ピ
ア
ニ

ス
ト
）　

伊
藤
健
三（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
出
演　

ソ
プ
ラ
ノ・田
邉
織
恵

　

ピ
ア
ノ・デ
ュ
オ・
中
村
勝
樹

　

脇
山
幹
士　

■
観
覧
申
込
方
法（
入
場
無
料・

要
整
理
券
）　

郵
便
往
復
は

が
き
の
往
信
用
裏
面
に「
郵

便
番
号
、住
所
、名
前
、電
話

番
号
」を
ご
記
入
の
上
、お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。返
信
用
表

面
に
も「
郵
便
番
号
、住
所
、

名
前
」を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

（
下
記
参
照
）

■
締
切
り　
４
月
７
日
（
月
）
必

着
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

う
え
、入
場
整
理
券（
１
枚
２

名
様
分
）を
お
送
り
し
ま
す
。

※
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま

す
。

　
（
複
数
の
応
募
は
無
効
と
な
り

ま
す
。
）

※
応
募
方
法
や
必
要
事
項
の
記

入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

※
ご
応
募
の
際
の
情
報
は
、抽
選

結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、番
組

や
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
、受
信

料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町　

紀
美
野

町
教
育
委
員
会　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和

歌
山
放
送
局

■
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー　

ま
た
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送

局　
電
話
４
２
４
―
８
１
１
１（
平
日 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

　

立
春
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、全
国
で
か
な
り
の
降

雪
が
あ
り
、都
会
で
も
積
雪
何
セ
ン
チ
と
い
う

ニュー
ス
を
た
び
た
び
耳
に
し
ま
す
。

　

先
日
は
冬
の
山
か
ら
の
報
道
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。長
野
の
ス
キ
ー
場
で
は
大
学
生
２
人
が
雪
崩

で
亡
く
な
り
、広
島
で
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
７
人
が

遭
難
し
、全
員
が
無
事
に
救
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。朝
日
新
聞
天
声
人
語
に「
江

戸
時
の
越
後
人
、鈴
木
牧
之（
ぼ
く
し
）の『
北
越

雪
譜
』（
ほ
く
え
つ
せ
つ
ぶ
）に
は
、雪
の
激
し
さ
と

暮
ら
し
の
労
苦
の
さ
ま
が
詳
し
く･･･

《
中
略
》雪

を
恐
れ
、そ
し
て
畏
れ
る
心
情
を
、言
葉
を
尽
く

し
て
説
い
て
い
る
」と
あ
り
ま
し
た
。暖
地
に
住
む

私
た
ち
に
と
っ
て
、雪
の
激
し
さ
は
想
像
が
難
い
で

す
が
、た
と
え
数
セ
ン
チ
の
積
雪
で
も
雪
は
雪
、甘

く
見
る
の
は
禁
物
で
す
。か
と
言
っ
て
、家
の
中
に

こ
も
って
し
ま
う
の
も
味
気
な
い
。

　

２
月
３
日
に
開
催
し
た
健
康
ま
つ
り
で
、デ
ュ
ー

ク
更
家
さ
ん
か
ら
健
康
的
な
歩
き
方
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。き
れ
い
な
歩
き
方
で
健
康
に
な

り
、た
と
え
雪
が
積
も
っ
て
も
、寒
く
て
も
、風
邪

と
は
縁
の
無
い
冬
を
過
ご
し
、春
に
な
れ
ば
輝
く

陽
を
浴
び
て
颯
爽
と
歩
き
た
い
も
の
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音
名
曲
リ
サ
イ
タ
ル

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念

４
月
17
日
（
木
）開
場
・
午
後
５
時
15
分　

開
演
・
午
後
６
時（
予
定
）

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL  489－5915
　学事・生涯学習室
　　TEL  495－9055

文化センター
　　TEL  495－9055

中央公民館
　　TEL  489－5915

小川地区公民館
　　TEL  489－4511

志賀野地区公民館
　　TEL  489－5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL  498－0521

自然体験世代交流センター
　　TEL  495－3127

天文台
　　TEL  498－0305

生
涯
学
習
情
報

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
と
ト
ー
ク
を
た
っ
ぷ
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
」

「
冬
か
ら
春
へ
」
山　
　

彦　
　
　

第
32
号

ピアノ・デュオ
脇山　幹士

はがき記入様式

ピアノ・デュオ
中村　勝樹

ソプラノ
田邉　織恵



広報2008･311

　

中
央
公
民
館（
保
育
室
）・
文

化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ワ
イ
エ
）で
、月
曜

〜
金
曜（
午
後
２
時
〜
５
時
）放

課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館

５
日・12
日　

折
り
紙
遊
び

19
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

26
日　

布
ぞ
う
り
づ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
ほ
た
る
）

12
日・19
日　

折
り
紙
遊
び

26
日　

布
ぞ
う
り
づ
く
り　
　

■
小
川
地
区
公
民
館

21
日　

午
後
３
時　

絵
本
の
読

み
聞
か
せ（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

３
月
８
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

講
師　

寺
中
佐
知
子
さ
ん

■
参
加
費　

３
０
０
円　

　

先
着
20
名

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
、す
い
と
う

■
申
し
込
み　

３
月
４
日（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
電
話

　

４
８
９
―
５
９
０
９
）へ

３
月
16
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

■
対　

象　

小
学
１
年
生
以
上

　

先
着
20
名
ま
で　

無
料
で

す
。

■
申
し
込
み　

３
月
11
日（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
電
話

　

４
８
９
―
５
９
０
９
）へ

　

き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。演
奏
会

に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
し
て
い

ま
す
。み
な
さ
ん
練
習
の
成
果
を

ぜ
ひ
観
に
来
て
く
だ
さ
い
！

４
月
20
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜（
１
時
開
場
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
曲　

目　
「
紀
美
野
町
民
歌
」

「
し
あ
わ
せ
な
ら
て
を
た
た
こ

う
」ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
11
ぴ
き
の

ね
こ
」ほ
か

■
賛
助
出
演　

海
南
児
童
合
唱

団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス「
リ
リ
ア
ン

コ
ー
ル
き
み
の
」

■
団
員
紹
介　

北
ゆ
う
佳
・
水

谷
智
尋・常
田
奈
央・中
西
悠・

田
中
祐
衣
・
松
尾
莉
佳
・
大
西

彩
月・橋
本
柊
圭・常
田
優
香・

西
岡
と
も
み・
西
生
純
・
北
晃

知・松
尾
ち
あ
き・山
田
莉
緒・

楠
木
ま
な
み

＊
ご
来
場
者
の
方
、先
着
１
０
０

名
さ
ま
に
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

３
月
２
日（
日
）午
後
１
時
〜

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
特
別
講
演
会　

午
後
１
時　

「
ダ
ン
ス
で
生
き
る
に
は
」講
師　

山
上
範
子（
ダ
ン
ス
ア
ー
ト
カ
ン
パ

ニ
ー『
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
』代
表
・
本
校
校

長
）

■
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ 

　

午
後
２
時

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
月
５
日（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

（「
ほ
た
る
」の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

３
月
19
日（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

　

中
出
俊
哉（
下
小
３
年
）

　

西
脇
れ
い
な（
下
小
３
年
）

①
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス（『
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ａ
』）②
フ
ラ
メ
ン
コ　

鷲
尾
美
奈

子（
元『
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
』）③
日
本
舞

踊（
り
ら
生
徒
）

■
体
験
レ
ッ
ス
ン（
希
望
者
）午
後

２
時
30
分　

講
師　

豊
岡
和
子

（『
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
』振
付
師
）　

「
総
合
発
表
会
・
公
開
授
業
」

　

舞
台
活
動
を
主
と
す
る
一
期

生
に
よ
る「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
」・「
演

劇
」・「
歌
」・「
日
本
舞
踊
」等
発

表
し
ま
す
。

３
月
20
日（
祝
）午
後
３
時

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

（
※
公
開
授
業
は
要
予
約
）

■
問
合
せ
等　

り
ら
創
造
芸
術

高
等
専
修
学
校（
電
話
４
９
７・

９
１
１
１
）詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
二
百
冊
】

　

安
平
竜
聡（
志
賀
野
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

　

森
谷
秋
穂（
下
小
３
年
）

【
五
百
冊
】

　

小
島　

涼（
野
小
１
年
）

　

西　

生
純（
野
小
４
年
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■「
私
の
男
」桜
庭
一樹・著

■「
靖
国
への
返
還
」内
田
康
夫・著

■「
親
の
品
格
」坂
東
眞
理
子・著

■「
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
方
３
」

　
　
　
　
　
　

新
谷
弘
実・著

■「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也・著

■「
や
く
そ
く
ど
ろ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
　

照
井
晶
博・著

■「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
？
」

　
フ
ィ
リ
ッ
プ・ヴ
ェヒ
タ
ー・著

文
化
セ
ン
タ
ー

■「
い
の
ち
の
パ
レ
ー
ド
」

　
　
　
　
　
　

恩
田　

陸・著

■「
母
べ
え
」野
上
照
代・著

■「
研
ぎ
師
太
吉
」山
本
一力・著

■「
禁
断
の
パン
ダ
」

　
　
　
　
　
　

拓
未　

司・著

■「
告
白
」　

松
井
秀
喜・著

■「
と
き
そ
ば
」川
端　

誠・作

■「
さ
か
さ
ま
つ
り
」

　
　
　
つ
き
お
か
ゆ
み
こ・作

■「
だ
る
ま
だ
！
」高
畠
那
生・作

図
書
室
だ
よ
り

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
ち
ら
し
ず
し
を
作
ろ
う
！
」

「
か
わ
い
い
布
ぞ
う
り
を

　
　
　
　
　
　

  

作
ろ
う
！
」

第
２
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

　
　
　
　

定
期
演
奏
会

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

公
開
事
業

「
ダ
ン
ス
に
ま
つ
わ
る

　

 　

講
演
会
・
世
界
の

　
　
　
　

ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
」
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「
研
修
の
成
果
発
表（
仮
）」

（
智
多
淳
一
）
、
３
月
23
日

（
日
）午
後
２
時
〜
、み
さ
と
天

文
台・月
の
館
、申
込
不
要・参
加

無
料
、長
期
社
会
体
験
研
修
に

て
１
年
間
来
て
い
た
智
多
淳
一
教

諭
に
よ
る
研
修
成
果
の
発
表
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

毎
月
第
三
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
間
程

度（
初
回
４
月
21
日
）

■
場
所　

小
川
地
区
公
民
館

■
講
師　

井
澤
慶
三
さ
ん

■
定
員　

30
名（
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

■
問
合
せ　

小
川
地
区
公
民
館

　

去
る
１
月
26
日
27
日
の
志
賀

野
地
区
公
民
館
と
志
賀
野
小
学

校
の
最
後
の
合
同
文
化
祭
が
あ

り
ま
し
た
。毎
年
な
が
ら
、華
や

か
な
楽
し
い
イ
ベン
ト
が
いっ

ぱ
い
で
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
し

た
。今
年
で
小
学
校
の
皆
さ
ん
の

発
表
が
な
く
な
る
の
は
、大
変
、

寂
し
い
か
ぎ
り
で
す
。特
に
、あ
の

先
生
方
の
劇
は
、無
く
し
た
く
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。ど
こ
か
で
、

復
活
を
期
待
す
る
限
り
で
す
。

「
高
齢
者
学
級
を
終
え
て
」

　
　

小
畑
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

井
村
順
弘

　

高
齢
者
の
時
代
を
迎
え
有
意

義
な
授
業
で
あ
り
、出
席
さ
れ
た

会
員
は
、大
変
喜
ん
で
く
だ
さ
い

ま
し
た
の
で
、今
後
ま
た
こ
の
よ

う
な
授
業
を
続
け
て
頂
け
る
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
高
齢
者
学
級
委
員
と
し
て
」

　

国
吉
老
人
会
長　

東
浦
弘
至

　

当
初
、高
齢
者
学
級
の
順
番

だ
と
聞
い
た
時
、不
安
の
方
が
強

か
っ
た
。だ
が
せ
っ
か
く
の
企
画
で

あ
る
。担
当
者
の
期
待
に
添
え
る

よ
う
、地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。多
く
の
不
安
を
抱
き
な
が

ら
、六
月
第
一
回
目
が
開
か
れ
た
。

地
区
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

予
想
以
上
の
方
々
に
参
加
し
て

頂
い
た
。

　

料
理
に
関
心
の
あ
る
方
、健
康

の
講
演
を
聞
き
た
い
方
、園
芸
に

興
味
の
あ
る
方
、そ
の
時
、そ
の

場
、そ
の
場
で
真
剣
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。内
容
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、横
の
つ
な
が
り
も
大

切
な
こ
と
を
痛
感
し
た
学
級
で

し
た
。

　

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
で
は
、貴
志
川
の
清

流
を
い
つ
ま
で
も
保
と
う
と
各
種

イ
ベン
ト
を
実
施
し
啓
発
を
し
て

い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
例
年

貴
志
川
に
鯉
の
ぼ
り
を
遊
泳
し

て
い
ま
す
が
、劣
化
に
よ
り
数
が

少
な
く
な
り
ま
す
。ご
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
ご
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
３
月
中
に
中
央

公
民
館
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　

所
在
地　

紀
美
野
町
田

　

新
年
号
で
紹
介
し
ま
し
た

「
し
ら
か
し
老
大
樹
群
」に
つ
づ

き
、国
吉
の
熊
野
神
社
境
内
に

は
、本
殿
の
少
し
下
方
で
、元
国

吉
小
学
校（
現
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

未
来
塾
）の
運
動
場
の
傍
ら
に
枝

垂
桜
の
老
木
が
立
っ
て
い
ま
し

た
。

　

伝
説
に
よ
り
ま
す
と
、坂
上
田

村
麻
呂
の
手
植
え
の
桜
と
伝
え

ら
れ
、「
将
軍
桜
」と
称
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
前
は
優
雅
な
樹
冠
に
、ら
ん

ま
ん
た
る
花
を
か
ざ
り
、観
桜
の

客
で
賑
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
で
は
枯
木
と
化
し
、釣
鐘

堂
横
の
階
段
を
少
し
下
り
た
左

側
に
四
代
目
の
桜
が
生
育
中
で

あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
で

は
、パ
ソ
コ
ン
を
通
じ
で
、い
ろ
ん

な
世
界
の
情
報
や
、そ
の
時
々
の

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
収
集

し
た
り
、ま
た
、パ
ソ
コ
ン
で
こ
ん

な
こ
と
が
出
来
る
！
と
い
っ
た
、

裏
技
的
な
こ
と
な
ど
、各
人
が
思

い
つ
く
事
柄
を
、北
先
生
の
指
導

で
毎
週
楽
し
く
、和
気
藹
々
と
勉

強
し
て
い
ま
す
。関
心
の
あ
る
方

は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、一
度
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

工
芸
美
術
室

■
日
時　

毎
週
木
曜
日　

　

午
後
７
時
〜
閉
館
時
間
ま
で

３
月
の
天
文
教
室
開
催

鯉
の
ぼ
り
の
寄
贈
の
お
願
い

平
成
19
年
度

　
　

高
齢
者
学
級
終
了

華
や
か
で
楽
し
か
っ
た

　

志
賀
野
地
区
合
同
文
化
祭

新
講
座
会
員
募
集

　
「
童
謡
講
座
」

　
　

  

小
川
地
区
公
民
館

そ
の
23

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

将
軍
桜

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

サ
ー
ク
ル
」

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り
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■
客
員
研
究
員　

山
口
卓
也

　

２
年
半
と
い
う
長
い
時
間
を
、

紀
美
野
の
星
空
の
元
で
過
ご
し

ま
し
た
。こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
天
文

に
の
め
り
こ
め
た
の
は
、大
変
ぜ
い

た
く
で
貴
重
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。そ
し
て
大
勢
の
人
に
星
空

を
案
内
で
き
ま
し
た
。いっ
た
い
ど

れ
だ
け
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
で
し
ょ
う
か
。ほ
ん
の
少

し
で
も
、星
空
を
眺
め
る
機
会
が

増
え
て
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。天

文
台
に
は
素
敵
な
星
と
人
と
の

出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

■
長
期
研
修
教
員　

智
多
淳
一

　

観
望
会
や
天
文
教
室
、イ
ベ
ン

ト
等
も
含
め
、多
彩
で
奥
の
深
い

仕
事
に
日
々
驚
か
さ
れ
、多
様
な

経
験
が
で
き
た
１
年
で
し
た
。星

や
星
座
の
探
し
方・い
ろ
い
ろ
な
天

体
に
つ
い
て
子
ど
も
に
も
分
か
り

や
す
い
お
話
を
す
る
事
を
目
標

に
、皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

研
修
を
す
す
め
、23
日（
日
）に
は

そ
の
成
果
を
天
文
教
室
で
発
表

し
ま
す
。学
校
に
戻
っ
て
、子
ど

も
た
ち
に
星
や
宇
宙
の
お
話
を

語
っ
て
あ
げ
た
い
な
と
思
い
ま

す
。１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　12
月
２
日（
日
）、学
習
発
表
会
と

農
産
物
展
を
開
催
し
、２
０
０
人

を
超
え
る
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。学
習
発
表
会
で
は
、１

年
生
の「
落
語
」に
始
ま
り
６
年

生
の
宮
沢
賢
治
の「
劇
」、合
奏
や

合
唱
な
ど
も
、子
ど
も
た
ち
は
普

段
の
力
を
出
し
切
り
、堂
々
と
発

表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、農
産
物
展
で
は
、地
域
の
人

た
ち
に
も
ご
協
力
、提
供
し
て
い

た
だ
い
た
白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
、大
根

な
ど
の
農
産
物
、タ
オ
ル
、石
鹸
、

更
に
は
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
等
の

品
々
が
、体
育
館
の
特
設
台
の
上

に
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

農
産
物
展
は
本
校
の
大
き
な
育

友
会
行
事
で
、大
正
２
年
の
一
坪

農
業
品
評
会
に
端
を
発
し
、形
こ

そ
少
し
ず
つ
変
化
し
な
が
ら
も

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。並
べ
ら
れ
た
農

産
物
に
は
、育
友
会
長
さ
ん
や
農

業
に
詳
し
い
高
齢
者
の
方
に
賞
の

審
査
を
い
た
だ
き
、学
習
発
表
後

に
、セ
リ
と
即
売
会
を
行
い
ま
し

た
。今
年
も
、盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
域

の
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、こ
れ

か
ら
も
連
携
を
深
め
、取
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
帰
り
の
往
復
切
符
旅
始
め　　　　　　　　　

手
拝
な
を
み

七
日
粥
飯
事
ほ
ど
の
菜
を
き
ざ
み　　　　　　　

松
山
亜
以
子

星
一
つ
暈
に
入
れ
た
る
冬
の
月　　　　　　　　

手
拝
て
る
代

初
旅
を
終
へ
満
天
の
星
の
下　　　　　　　　　

湯
上
ひ
と
み

ア
ク
セ
ル
を
踏
め
ば
遠
の
き
虎
落
笛　　　　　　

馬
谷
富
貴
子

出
直
し
の
心
を
秘
め
て
着
ぶ
く
る
る　　　　　　　

岩
間
文
鳥

笹
鳴
き
や
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
稿
を
継
ぎ　　　　　　

池
上
幸
子

寒
の
餅
何
と
も
固
き
齢
か
な　　　　　　　　　　

口
井
重
信

和
歌
浦
の
夕
日
に
染
ま
り
凧
を
揚
ぐ　　　　　　　

東
せ
つ
子

春
そ
こ
に
梅
ほ
こ
ろ
び
て
絆
な
湧
く　　　　　　　　

浴
俊
夫

話
す
う
ち
若
さ
が
戻
る
ク
ラ
ス
会　　　　　　　　

田
渕
竜
男

寒
椿
咲
い
て
ほ
と
り
に
だ
れ
も
な
く

　　　　　

小
嵐
吹
い
て
光
る
さ
ざ
な
み　　　　

笹
田
美
代
子

池
崎
通
り
連
子
格
子
の
奥
に
ゐ
る

　　　　　

塗
師
の
背
丸
し
縞
目
の
あ
か
り　　　　

山
本
綾
子

土
・
砂
に
埋
れ
谷
川
の
流
れ
な
く

　　　　　

紅
ず
る
櫨
の
木
濡
ら
す
秋
雨　　　　　

吉
村
紀
子

会
ふ
人
に
こ
ろ
ば
ぬ
様
に
と
言
わ
る
れ
ば

　　　　　

吾
が
齢
思
ふ
暮
れ
の
坂
道　　　　　　

今
出
瑞
子

追
羽
根
の
む
く
ろ
じ
の
実
の
弾
む
音

　　　　　
ひ
い
ふ
う
み
い
よ
う　

蒼
天
に
な
る　

貝
野
千
鶴
子

桃
の
木
も
整
枝
を
さ
れ
て
施
肥
を
受
け

　　　　　

気
概
満
ち
た
り
今
年
こ
そ
は
と　　　　

森
下
玉
子

久
久
の
陽
を
吹
き
と
ば
し
老
の
身
の

　　　　　

温
も
り
奪
う
風
の
い
た
づ
ら　　　　

西
佐
古
祐
子

鳥
発
ち
て
食
べ
残
さ
れ
し
熟
れ
柿
は

　　　　　

朱
ぽ
っ
た
り
と
雪
上
に
置
く　　　　

上
中
前
澄
子

厳
寒
に
心
も
凍
る
山
の
里

　　　　　

衣
を
纏
う
春
ふ
き
の
と
う　　　　　

中
道
と
し
み

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

歌　
の　
小　
道

「
卒
業
の
ご
あ
い
さ
つ
」

「
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
て
」

紀
美
野
町
立
下
神
野
小
学
校

ぬ

か
さ

ま
ま
ご
と

も

が
り

ぶ
え

も
み

は
ぜ

よ
わ
ひ

き

が
い

ま
と

あ
け

し
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１

週
間
、全
国
一斉
に「
春
の
火
災
予

防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。ま

だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、家
庭
や
職

場
で
ス
ト
ー
ブ
等
の
暖
房
器
具
な

ど
火
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

又
空
気
が
乾
燥
し
、ち
ょっ
と
し

た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
、火
の
用
心
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
期
を
迎

え
る
に
当
た
り
、火
災
予
防
思
想

の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
を
中

心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

（
１
）
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

（
２
）
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
し
な
い
。   

（
３
）
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き

は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
。   

（
４
）
風
の
強
い
と
き
は
、
た

き
火
を
し
な
い
。   

（
５
）
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。   

（
６
）
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

（
７
）
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。 

・家
の
周
り
を
整
理
す
る
。 

・空
き
家
や
物
置
き
な
ど
に
も
カ

ギ
を
か
け
る
。 

・ご
み
は
夜
出
さ
ず
に
決
め
ら
れ

た
日
の
朝
、所
定
の
場
所
に
出

す
。

・門
灯
な
ど
で
戸
外
を
明
る
く
す

る
。

・車
に
は
カ
ギ
を
か
け
、貴
重
品
な

ど
を
入
れ
て
お
か
な
い
。

・空
き
地
は
枯
草
を
刈
り
取
る
な

ど
き
ち
ん
と
管
理
す
る
。

・外
出
時
は
隣
近
所
に
声
を
か
け

る
。

・地
域
で
防
火
対
策
を
徹
底
す
る
。   　

在
宅
酸
素
療
法
中
に
喫
煙
し

て
火
災
に
な
り
、大
や
け
ど
を
負

う
事
案
が
続
い
て
い
ま
す
。禁
煙

の
徹
底
を
Z 

　

た
ば
こ
が
原
因
と
み
ら
れ
る

火
災
の
う
ち
在
宅
酸
素
療
法
の

利
用
患
者
の
死
亡
は
、某
新
聞

社
の
ま
と
め
に
よ
る
と
過
去
10

年
で
少
な
く
と
も
９
人
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

●
酸
素
吸
入
中
は
、絶
対
に
火

気
を
取
扱
わ
な
い
。

●
酸
素
吸
入
中
は
、禁
煙
と
す

る
。喫
煙
中
の
人
に
も
近
寄
ら

な
い
。

●
火
気
を
取
扱
う
場
合
や
喫
煙

す
る
場
合
は
必
ず
酸
素
の
供

給
を
停
止
し
て
か
ら
行
う
こ

と
。

　

町
内
で
の
災
害
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、４
８

９
―
６
６
７
７
に
お
掛
け
く
だ
さ

い
。

　

指
令
室
で
は
、常
時
２
名
で
受

信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、火
災

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
入
電

が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。先
に
入
電

し
た
受
信
対
応
を
完
了
次
第
直

ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

申
し
込
み（
問
い
合
せ
）先　
　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

（
℡
０
７
３
―
４
８
９
―
６
３
０

２
）　

火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を

春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　

実
施
中

1月の消防の動き
●火災発生件数…………………1件（建物）

【事故別搬送人員】

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

急　　　病
一 般 負 傷
交 通 事 故
そ　の　他
合　　　計

28
9
2
8
47

（１）
（　）
（　）
（　）
（１）

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）

28
9
2
8
47

（１）
（　）
（　）
（　）
（１）

管　内 管　外 合　計

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
、４
月
６
日（
日
）

在
宅
酸
素
療
法
中
の

　
　

火
災
危
険
に
つ
い
て

―
酸
素
吸
入
中
に
火
災
―

○
火
の
用
心

　
『
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

○
不
審
火
を
防
ぐ

　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト 

※
災
害
案
内
に
つ
い
て

※
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て
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 2日（日）
 5日（水）
6日（木）
7日（金）

8日（土）
9日（日）
10日（月）
11日（火）
16日（日）
17日（月）
　〃　　

19日（水）
　〃　　

22日（土）
23日（日）
　〃　　

25日（火）
26日（水）

〃　　
28日（金）

9:00～
14:30～
11:00～

13:30～
10:00～

9:00～
13:30～
8:30～
13:00～

17:30～

11:00～
9:30～
13:00～

10:30～

489-5915
489-5915
489-6500
489-5912
495-3471
489-5909
489-9960
489-5910
489-5914
489-5915
489-5905
489-5915
489-5910
489-5903
495-3463
489-6500
489-5901
498-0305
489-9960
489-9960
489-5904
489-5912
495-3471

生涯学習課
生涯学習課
県動物愛護センター
総務課
総務・税務室
青少年センター
保健福祉課
総務学事課
議会事務局
生涯学習課
税務課
生涯学習課
総務学事課
住民課
住民・福祉室
県動物愛護センター
産業課
みさと天文台
保健福祉課
保健福祉課
建設課
総務課
総務・税務室

のかみふれあい公園
中央公民館
県動物愛護センター
神野支所

中央公民館
文化センター
総務学事課
役場議場
中央公民館
役場本庁（１Ａ会議室）
小川地区公民館

役場本庁・神野支所

県動物愛護センター
生石高原
みさと天文台

上ノ城トンネル南口
神野支所

パークゴルフチャンピオン大会
おはなし会
犬ねこの譲渡講習会【9日（日）・30日（日）】
移動町長室

児童館料理教室
老人クラブ歌謡部発表会
町内各中学校卒業式
紀美野町議会（第１回定例会）開会
布ぞうりづくり
所得税（確定申告）申告受付終了（～12:00）
おはなし会
町内各小学校卒業式　
役場窓口業務時間延長【～20:00】

わうフェスタinスプリング【～23日（日）】
生石高原山焼き【予備日　30日（日）】
天文教室
小川、神野保育所卒園式
野上第1、野上第2保育所卒園式
町道紀州サン・リゾートライン開通式
移動町長室

　先月は例年になく寒い日が続き、町内にも積雪が見られまし
た。
　いよいよ３月です。町内では10日の中学校をかわきりに各小学
校、保育所で卒業（園）式が行われ、多くの方々が巣立たれま
す。また、23日には生石高原山焼きが行われます。暖かい『春』
はすぐそこに来ています。

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー 3月

編 集 後 記 人の動き
総人口…………
　男　…………
　女　…………
世帯数…………

11,527人
　5,360人
　6,167人
　4,649世帯

（平成20年1月末現在）

紀美野町面積128.31km2

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

第6回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会
（マリーナシティにて）
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０
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  http://w

w
w
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n.kim
ino.w

akayam
a.jp

みさとチューリップ園みさとチューリップ園
今年も夢、咲かせます

開催期間：４月４日（金）～４月２０日（日）
開園時間：午前９時～午後５時
入 園 料：大　人　　８００円
　　　　　（前売り：５００円）　
　　　　　小・中学生４００円
　　　　　（前売り：３００円）
お問い合わせ：みさとチューリップの会
　　　　　　　ＴＥＬ０７３－４９５－３９８７
URL  http://www.town.kimino.wakayama.jp/kanko/

■日　　時　平成20年３月23日（日）
　　　　　　９：30～15：00
　　　　　　〔悪天候等で実施できない場合は、３月３０日（日）に変更〕
■場　　所　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
■行事内容　　
　○山焼き（ススキ草原８８，０００㎡）
　　１０：００～１４：１０　
　○太鼓演奏
　　（有田川町『清流太鼓かな
　　や伝々』）１０：００～１０：１５
　○ぜんざいの無料コーナー
　　１０：００～（無くなり次第終了）
■見学場所　生石高原　笠石周辺
■実施団体　主催　紀美野町・有田川町

『生石高原山焼き』のお知らせ
　今年の生石高原山焼きを、下記の通り実施します。
　今回の山焼きは笠石周辺の８８，０００㎡の壮大な山焼きを
計画しています。
　山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けており
ますので、是非ご来場ください。

お問合せ先　紀美野町産業課　ＴＥＬ　０７３－４８９－５９０１

（平成大橋・南橋詰）

　

２
月
17
日（
日
）に
県
庁
〜
マ

リ
ー
ナ
シ
テ
ィ
間
で
第
６
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

が
開
催
さ
れ
、本
町
チ
ー
ム
は
、10

区
間
25
㎞
の
コ
ー
ス
を
１
時
間
28

分
33
秒
の
タ
イ
ム
で
小
学
生
４

人
、中
学
生
６
人
が「
タ
ス
キ
」を

つ
な
ぎ
、見
事
第
９
位
に
入
り
ま

し
た
。

　

監
督
の
大
岩
勝
良
氏
は「
選

手
全
員
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

全
て
出
し
て
、よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。」と
コ
メ
ン
ト

を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　

９
区
の
中
田
瑛
次
選
手（
野
上

中
学
校
２
年
）が
区
間
賞（
第
２

位
）を
獲
得
し
、ま
た
、宮
脇 

工

さ
ん（
野
上
中
学
校
３
年
）と
古

阪
恵
理
子
さ
ん（
美
里
中
学
校

３
年
）が
５
年
連
続
登
録
選
手
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

向　　沙奈
（美里中学校2年）

（2.7km）
10分42秒5区

宮脇　　工
（野上中学校3年）

（3.3km）
10分31秒
区間5位

1区

岩橋　真宏
（野上中学校3年）

（3.6km）
11分24秒
区間4位

6区

細峪　由麻
（野上小学校6年）

（1.5km）
5分37秒2区

中谷　風太
（野上小学校6年）

（2.0km）
7分38秒7区

宮脇　杏奈
（野上中学校1年）

（2.2km）
8分58秒3区

北　ゆう佳
（野上小学校6年）

（1.6km）
6分10秒8区

中野尻　祥
（志賀野小学校6年）

（1.9km）
5分57秒4区

中田　瑛次
（野上中学校2年）

（3.3km）
10分54秒
区間2位

9区

久保　雅美
（野上中学校1年）

（2.9km）
10分42秒10区

第
６
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

第
６
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

県庁前をスタートする1区の選手たち

大
健
闘  

第
9
位
!!

大
健
闘  

第
9
位
!!

大
健
闘  

第
9
位
!!

大
健
闘  

第
9
位
!!
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